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斬刊紹介
“光川ひさし”氏ty宇宙旅行 東京新光杜　科學文庫
　いとけなき小見たちのために天文學を李易に書いたもので，平日は東京天文
甕の一メンバ（但し，匿名）である．可なり面白く潤ませる．しかし，小見が
翌春みに畳えて了う書物としては，嚴密に言ふと，案外，誤りや，不注意な鮎
が多い．下に，すぐ氣の付いた窯を掲げる：
　第19頁　山本一清博士の讃み方は，“かずきよ”でなくヤ“いっせい”・
　35　天交軍位149504200粁は精し過ぎる．一一萬粁内外は不定である・
　36　地球の軌道楕圓は鯨りに楕圓過ぎて，卜者を過まる．
　39　　寒暑の理の視明は再考を要する・
　37　　自輔しないとすれば？！
　53　“惑星”は不可．　‘‘冥王星”は宜しい・
　55　離心率などといふ高碕な観念を読明する必要はない．
　75以下　火星運河の説明は不穣當．　“スキャパレリ”は“スキヤパレリ”
　79　火星の熱帯が日本の冬に似てみるとは不當．
　95　“セレス”は可．　“ホンザッハ”は“フォン・ツァハ”
　97　　‘‘ビアッツ1’1は‘‘ビヤッジ，’
　100　γを春分貼の符號とするのは不可・勿論，“ガムマ”で無い・
　128　圖中の土星輪の影は誤解を起す．
　215　“ぺ1タ”，‘‘ジ1ダ’，“イ1タ”，“ユプシロン”等の讃みは不統一．
　209　‘‘カスタ1”は‘‘カストア”とすること．
　216　‘‘アノレコルηは‘‘アルコアt’とすること．
　228　　アルゴル星や琴座べ星の愛光曲線は高爾過ぎる・
　230　‘‘カシオペア”は‘‘カシオペヤ”とすること・
　232　　“五味といふ人”“岡林といふ人”は絵り水臭い．日本人として，こういふ人こ
　　　　そ子供たちに尊敬させなければならない．
　233　新星の原因として衝突説は古い・
　239　‘‘プレアデズ’は‘‘プレヤデス”とすること．
　317　“シュトル1ヴェ”は英掲混合式の登音。
注慧：すべて，小見のための書物は，“小見のため”といふことで徹底しなけ
ればならなV・．小見にまでも“離心率”や“攣光曲線”を張V・ることは，教育
眼の無い人で，又，誰でもかまはす“學者”にしなければ承知できない人，之
れは目本四者の悪趣味である．
　學術語や外國人名地名の書き方に無閉門不注意なこと．之れも目本の判者
の欲鮎である．著者自身は外國語を主として讃んでみるので，日本語を，箪に
‘‘?閨hのもの，“借りもの”と，輕く見てみる．しかし，讃む小見たちは片カ
ナ名だけしか知らないのだから，一旦“ブVアデス”と畳えたら，一生涯それ
で貫くことになる．又，一般に，片カナ名も立派な日本語であるべきで，決し
て之れは箪なる稜音符號でないことを深く認識すべきである．（α生）
